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開催地名 福井県敦賀市 

開催日時 令和 8 年 2 月 8 日（日） 10:00 ～ 11:30 

開催場所 きらめきみなと館 

語り部 館合 裕之（青森県八戸市）   

参加者 自主防災会・女性防火クラブリーダー・報道関係者 100 人 

開催経緯 敦賀市は、例年、地域防災連絡協議会で防災セミナーを実施している。昨年度

は、一般市民の方の被災体験を聴講したが、今年は行政側の目線や視点で、災

害経験を持つ館合氏に研修を依頼した。この研修会がより一層、地域防災力の

向上になることを期待したい。 

内容 東日本大震災発生！そのとき八戸市は？－災害対策本部と避難所の 72 時間－ 

 

１.活動概要  

私は、八戸市初の防災専門部署である防災安全推進室に、平成 18 年度の創設

時から７年間在籍した。その間に東日本大震災を経験し、災害対策本部に従事

した。震災前の八戸市では情報伝達手段が課題であったため、平成 19 年度に

「ほっとスルメール」という防災・防犯・火災・気象・ライフラインから消費

生活情報まで配信するシステムを開発した。一つのメールシステムで安全・安

心に関する幅広い情報を配信するシステムは全国初だったと思う。 

平成 21 年度には、災害時に市職員が避難所に駆け付けられない状況を前提と

した「八戸市避難所運営マニュアル」を作成した。このようなマニュアルも全

国初だったと思う。  

現在は、防災士として、県内の小・中学校・高等学校での防災教室の講師や、

大学での防災士養成講座の講師、地元のラジオへの出演のほか、総務省消防庁

委嘱の「語り部」として、今回のように全国を回り、講演をさせていただいて

いる。  

八戸市教育委員会が作成し、市内の小・中学校で活用している「家族で学ぶ防

災ノート」に作成アドバイザーとして協力している。 

小・中学校での防災教室では、特にトラウマや PTSD に配慮した指導を行って

いる。子どもたちに津波の映像などを見せると心の傷となり、後から様々な症

状が出る可能性がある。そのため直接的な恐怖を避けながら津波の高さを理解

できる教材として「津波タペストリー」を開発した。バスケットゴールと模造

紙を用いて津波の高さを示すことで、子どもたちは心に傷を負うことなく視覚

的に津波の高さを体感できる。  

 

２.東日本大震災～「釜石の奇跡」と大川小学校の悲劇～ 
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（１）「釜石の奇跡」と呼ばれた釜石市立鵜住居（うのすまい）小学校と釜石

東中学校の避難の様子を、後日の現場写真を示しながら説明した。この小・中

学校は津波浸水想定区域ではなかったが、中学生が避難を開始し、それを見て

小学生も避難したために、両校の生徒・児童は全員無事だった。 

（２）多くの犠牲者を出した石巻市立大川小学校の避難について、後日の現場

写真を示しながら説明した。北上川沿いに位置する大川小学校も津波浸水想定

区域外だったが、津波が川を遡上し、多くの児童・教職員が津波の犠牲となっ

た。 

 

３.そして、八戸市の災害対策本部と避難所の長い、長い 72 時間が始まる 

平成 23 年 3 月 11 日（金）  

・14:46 東北地方太平洋沖地震発生（八戸市：震度 5 強）  

・最初の津波警報は「青森県太平洋沿岸１ｍ」→実際は八戸市で最大 9.98ｍ  

・「ほっとスルメール」は警報発表の約 4 分後に自動メール配信 

・防災無線（当時は手動放送）は 17 分後→その後、自動放送へ改修済み 

・エリアメール送信→自治体の慣熟と覚悟が必要 

・15:14 大津波警報へ切り替え。「青森県太平洋沿岸 3ｍ」 

・16:57 八戸市に最大津波襲来：6.2ｍ（気象庁痕跡調査）、9.98ｍ（八戸工業

大学痕跡調査） 

・防災担当部署の職員の多くが市庁舎から離れた場所での会合に出席中という

状況の中での災害対策本部設置、第１回本部員会議開催であった 

・海に近い保育園の当時の避難の様子について、時系列の再現写真を使って説

明した 

・避難者は年齢・嗜好もさまざま→非常持出袋に自分の食料を常備すべきであ

る 

・停電により、市災害対策本部も情報収集が困難であった 

・「カップラーメンを配られても困る」（避難所より）→発災直後に大量に配付

できる食料はカップラーメンしか無かった  

・「第 2 の災害」とも呼ばれる全国からの救援物資について受入れのルールを

決定した 

→個人の物資は細分化されすぎて、対応ができない。物資の集積所は当面、非

公開にした。報道機関の取材もお断りした。市役所にもたくさんの物資が届く

が、災害時でも市役所には通常業務があり、窓口を開けておかなければならな

い。物資の段ボールで窓口周辺が塞がれていた。 

 

3 月 12 日 （土） 
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・被災状況や物資供給の情報錯綜が発生した 

→11：45 公民館への避難者は、今回の地震津波が想像を絶するものであるこ

とをこの時初めてテレビで知った。→それまで情報が入って来なかった 

・21:00 避難者全員への毛布の配付が完了した 

→それまで情報の錯綜により毛布の必要枚数を確保するのに苦労した 

・夕食以降、避難者全員への 3 食の提供が可能となる（ただし職員・車両不足

により配達は遅延） 

 

3 月 13 日（日） 

・停電が徐々に復旧した 

・大津波警報→津波注意報へ切替え→津波注意報解除→避難指示解除 

・災害対応に対し、部署により温度差が発生してきた→避難所担当職員の不足 

 

3 月 14 日（月） 

・月曜日なので学校が始まるが給食はない。避難所で生活している児童・生徒

は救援物資のパンとミネラルウォーターを学校に持って行った 

・市役所窓口前の物資の集積所への移動が完了した（通常業務に支障なし） 

～本日（R8.2.8）衆議院議員選挙ということで～  

選挙と災害は、市役所全体で対応しなければならない。  

事前の計画は専門部署でやるが、実際の発生時は全部署で協力を。 

 

４.某自主防災会の活動実績より（避難所での対応と課題） 

（１）逃げ遅れはないか→避難者名簿を作成し安全確認した 

（２）避難所での役割分担→市との連絡調整、炊き出し、照明確保、飲料水確

保、暖房確保、報道機関対応などの役割分担が必要となった  

（３）避難所の安全確保→収容能力と他の避難所への振分け、駐車場の安全確

保が必要となった  

（４）避難所の運営→炊き出しから配付まで、一食につき 3～4 時間必要だっ

た  

（５）物資・食事の配付・支給→配付漏れを防止する。避難者をお客様扱いし

ないで一緒に炊き出し、運搬、清掃を行う必要あり 

（６）食事→当初は炊き出しも必要。それ以降は多少提供時間が遅れても市支

給の食事を支給するべき。自主防・ボランティアの食事は自主防で準備する必

要あり 

（７）防災機材・消耗品→その所在についてあらかじめ把握・準備しておく 
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（８）避難所支援の継続→市の活動が軌道に乗ったら、支援中止ではなく縮小

で対応すること 

（９）ペット同伴問題→事前のルール作りが必要である 

 

５.防災への 3 つの幻想 

（１）防災無線への幻想→「災害が発生したら必ず放送される」「防災無線の

情報は早い」「家の中にいても聞こえる」と思っている住民が多いのでは？ 

→聞こえない・聞こえにくいこともある  

（２）避難所への幻想→「1 日 3 食、決まった時間に温かい食事が提供され

る」「柔らかい毛布にくるまれて眠れる」「最新の情報がどんどん入って来る」

「自治体職員が笑顔で出迎えてくれる」と思っている住民が多いのでは？ 

→現実はほぼ逆。食料や毛布が無いこともあり、避難所も自治体職員も被災す

る。 

（３）マニュアルへの幻想→「マニュアルさえあれば大丈夫」「マニュアル通

りにやればうまくいく」「マニュアルは完璧だ」と思っている住民が多いので

は？ 

→完成したマニュアルよりも「マニュアルづくり」が重要である。マニュアル

の見出しは見開き１ページとし、チェックリストのように、開設から運営の流

れが一目でわかるように作成すること。さらに、作成した本人や組織の責任者

が不在であっても避難所を開設・運営できるように作ることが重要である。 

 

６.被災者から支援者へ～自主防災会員・女性防火クラブ員・自治体職員の使

命～ 

災害で死なないこと・ケガをしないこと（自分も家族も）そのために・・・  

（１）全種類のハザードマップを確認しておくこと  

（２）災害時の家族との連絡方法を確認しておくこと  

（３）自分や家族の行動計画「マイタイムライン」を作成しておくこと 

（４）正しい情報の収集方法を準備しておくこと（コミュニティＦＭが最適＝

一番地域に寄り添ったラジオ局であり、この地域で必要な情報だけを流してい

る） 

（５）自宅の中を安全にしておくこと（自宅内での被災防止）  

（６）自宅の周りを安全にしておくこと（自宅建物の被災防止と避難時の安全

確保）  

（７）火災の発生防止と初期消火方法を準備しておくこと  

（８）家族に合わせた非常持ち出し品・備蓄品を準備しておくこと（避難所で

快適に過ごすために使いやすいものを揃えること） 
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（９）家族全員が別々な状態でも各自「必ず逃げる」という約束をしておくこ

と 

 

７.最後に 

・敦賀市の最大の危機は「災害対応は市役所がやればいい」という住民一人ひ

とりの意識である 

・全市民と市役所職員全員が当事者意識をもって準備・対応することが必要で

ある 

 

  

 

 

開催地より 「釜石の奇跡」、大川小学校の悲劇や東日本大震災の状況の話では、写真も多

く添付されており、災害のイメージを具体的にすることができ、受講された方

のリアクションも良く、また同じく拝聴していた我々職員も大変勉強になっ

た。 また３つの幻想の話では、実際に災害を経験された行政職員の切実な内

容であり、共感するところも多く、受講者の方にもしっかり伝わったと感じて

いる。本日、参加いただいた方が中心となり、地域防災力がより一層向上する

ことに繋がるセミナーになったのではないかと思う。 


